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 新学習指導要領においては，英語能力の向上が意図されている。他方で，体育科においては相手
にわかりやすく伝えることに課題を抱えていることが指摘されていた。そこで本研究は,体育の授
業で提供するプログラムと英語での表現を関連づけたプログラムが，生徒の英語に対する
苦手意識の低減並びに体育の授業に対する取り組みに対する自己評価に対して与える効
果について検討した。その際，スポーツ教育モデルや協同学習モデルの手続きを意図的に
組み込むことで，生徒が肯定的な相互依存関係の中で英語により社会的スキルを活用する
場面を意図的に設定した。 
 実施された授業は，1 回 50 分の 4 回であった。対象は，高校 1 年生であった。4 回の参
加者数は，日により異なり，9 人から 15 人であった。また，授業終了時には，英語の発話
に対する苦手意識並びに英語を用いることが体育授業に与える影響について質問紙に対
して 4 件法で自己評価を求めた。 
 その結果，短時間のプログラムであり，参加者が流動的であったにもかかわらず，英
語に対する苦手意識の低減並びに体育の授業に対する積極的な参加を促す効果が示唆さ
れた。他方で，対象を固定するとともに，仲間との相互評価の場面を設定し，そこで複数
の英語の技能を統合的に学習する機会を設定し，その効果を検証することが課題として
残された。 
 
キーワード：カリキュラムマネジメント，表現力向上，体育授業への動機付け， 
発話への自信，苦手意識軽減 
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The Effect of English Speaking Given by Physical Education   
―Focusing on a Catch Volley Ball― 
 
Masatoshi Oki (Graduate Student of Master Course, Graduate School of Education,  
Nippon Sport Science University) 
Yoshinori Okade(Nippon Sport Science University)  
 
The new Course of Study aims improving competency in using foreign language. On the other 
hand, conveying content easy to understand to others is the task to be solved in physical education. 
Based on this recognition, this study aims to clarify the effect of the combined program with English 
and physical education on reducing fear to use English and self-assessment of their motivation to 
engage in physical education was examined. To achieve these goals, through applying the 
procedures in Sport Education and Cooperative Learning, scenes for using social skills in positi ve 
interdependence were set intentionally.   
4 lessons were implemented. 1 lesson was 50 min. Subjects were 1 st grader in senior high 
school. Participants numbers differed was day by day. It was between 9 to 15. At the end of each 
lesson, participants have answered their self-assessment in 4 scale. 
Even through lessons were short and participants were unstable, effect on reducing negative 
assessment on competency in using English and positive effect on motivating them in engaging 
physical education lesson were suggested. On the other hand, tasks is left behind such as setting 
peer assessment and examining effect on integrated use of plural English skills in fixed members.   
 
Key Words: curriculum management, expression ability, motivation to engage in physical 
education, confidence for cheering up, getting out the hesitation to do 
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1. 問題の所在 
小学校では，新学習指導要領が 2020 年より完
全実施されることになる。すでに 2008 年改訂に
おいて小学校 5・6 年生で外国語活動が導入され
ていた。しかし，新学習指導要領では中学年で外
国語活動が，高学年で外国語科が導入されること
となった（文部科学省、2017）。また，この改訂で
は，小・中・高等学校を一貫した学びを重視し，
外国語能力の向上を図る目標が設定された（文部
科学省，2014，p.1）。 
この背景には，英語に代表される外国語教育の
改善が急務であるとする認識がみられた。 
言語能力の育成（中央教育審議会，2016，p.36），
グローバルな視野で活躍するために必要な資質・
能力の育成には外国語を使い多様な人々と目的に
応じたコミュニケーションを諮れるようにするこ
とが不可欠であるとの認識（中央教育審議会，
2016，p.40）がみられる。他方で，外国語による
コミュニケーション能力の育成を意識した取り組
みには言語活動が十分行われていないことやコミ
ュニケーションの目的に応じて適切に表現するこ
となどに課題がみられることが指摘されていた
（中央教育審議会，2016，p.86）。そのため，他者
とのコミュニケーションを外国語教育で育む資
質・能力全体を貫く軸としている（中央教育審議
会，2016，p.87）。また，この課題解決に向けて示
された『グローバル化に対応した英語教育改革実
施計画』（文部科学省，2013）では，英語を用いて
～することができるという形式による目標設定
（CAN-DO リスト）に対応する形で４ 技能を評
価していくことも提案されている。しかし，コミ
ュニケーション能力の育成やグローバル人材の輩
出という命題の前提には，それまでの英語教育が
失敗であったとの仮説を前提にしていることが問
題視されている。したがって，英語教育に関して
いえば，まずは，現状でできることを検討する必
要性が指摘されている（斉藤，2017，pp.175-176）。 
 この英語学習の効果を促進する手続きとして注
目を集めているのが、英語と体育の授業の関連
づけである。例えば，岩田・赤松（2019），二五
（2017），二五・伊藤（2017;2018），千菊（2018），
英語と体育の授業，あるいは英語の授業に身体
活動を組み入れることが英語の活用能力に与え
る 効 果 を 検 討 し て い る 。 そ こ で は ，
CLIL(Content and Learning Integrated 
Learning 内容言語統合型学習)を適用し，英語学
習への生徒を動機づける際には身体活動を組み
入れることの効果が報告されている。 
しかし，身体活動を組み入れれば自動的に英語
学習の質が向上するわけではない。実際，コミュ
ニケーション能力という観点からみた場合，体育
もまた同じ課題をかかえてきたことを思い起こす
必要がある。新学習指導要領の改訂に際しては，
学習したことを相手にわかりやすく伝えることに
課題があることが指摘されていたことは，その証
左である（文部科学省，2017，p.6）。 
この意味では，英語教育並びに体育はコミュニ
ケーション能力の育成という観点からみて共通の
課題を抱えてきたといえる。したがって，英語と
体育を関連づけることでコミュニケーション能力
の改善を図るという課題の解決に取り組む際には，
現時点において，それを可能にする条件や手続き
を第一に，検討していく必要がある。 
この観点からみた場合，コミュニケーション能
力の改善に向けた課題をまずは，確認すべきであ
ろう。社会的スキルの学習という観点は，この課
題を確認する際の重要な手がかりになると考えら
れる。 
例えば，協同学習がうまく機能しない場合，技
能に関する知識の欠落，苦手意識による積極性の
欠落などの問題に加えて，2 つの課題が存在する
と言われている。一つは仲間と一緒に行動したい
という気持ちが欠落している場合である。一つは
協同する方法を知らない場合である。 
前者の場合には，仲間と一緒に行動することの
価値を見いだせるようにしていく手続きが必要に
なる。 
これに対して後者の場合には，仲間と関わるこ
とを可能にするスキルの学習が必要になる。実際， 
協同する方法である社会的スキルを自然に学習で
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きるようにするには，一定の手続きが必要になる
ことも指摘されている(Kagan and Kagan，2017，
pp.11.1-11.39)。また，体育の授業で協同学習を進
める際にも，一定の手続きが必要になることが指
摘されている（Goodyear，2017)。  
これらの指摘は，英語を用いたコミュニケーシ
ョン能力の向上には，教室において英語の表現方
法を提供するのみではなく，実際に英語で表現す
ることが意味のある状況を設定すること，そこで
用いる表現を意図的に設定することの必要性を示
唆している。身体を動かしながら仲間と行動する
体育の授業は，この意味では英語での発話に対す
る心理的な抵抗感を低減させるとともに，英語の
発話の意味を実感しやすい場面設定になり得ると
考えられる。 
しかし，体育の授業においても教師が生徒を称
賛し，生徒相互が互いに称賛し合う場面を設定し
なければ，上述した社会的スキルを発揮する機会
を確保することは難しい。特に，教師や生徒が互
いに肯定的に関わるために社会的スキルを発揮す
るには，一定の成功体験を保証する課題設定が必
要になる。加えて，CLIL の発想を踏まえれば，体
育の授業の指導場面に適した内容表現の学習が必
要になると考えられる。 
 
2. 目的 
 以上を踏まえ本研究では，体育と英語を関連付
けたカリキュラムマネジメントの効果を，次の 2
点から検討することとした。 
 
1) 体育授業が英語発話への自身、苦手意識低減
に与える効果。 
2) 英語を用いることが体育授業に対する取り組
みに与える効果。 
 
なお，本研究は日本体育大学研究倫理委員会の
許可を受けて実施された。 
3.方法 
3.1 データの収集方法 
(1)対象 
 対象は，本研究の趣旨を説明し，了解が得られ
た高校生 1 年生であった。参加者数は，表 1 の通
りである。なお，これらの対象の内，4 日間すべ
てに参加した対象は，4 名であった。 
 
表 1 本研究の対象者数一覧 
1日目 2日目 3日目 4日目
12 9 15 12
 
＊筆者作成。 
 
（2）実施したプログラム 
 表 2 は，4 日間に実施したプログラム並びに各
日程で提供した英語表現の一覧である。 
対象は，通常の授業が終了した後，本プログラ
ムに希望で参加した 24 名の生徒で，1 日の展開
は，50 分であった。 
プログラムの展開に際しては，1 日目と 2 日目
については日本語での説明を加えた。しかし，3 日
目と 4日目については英語でのみで説明を行った。 
 また，英語での発話に対する心理的抵抗権を低
減させることを意図し，英語表現を用いることが
有意味になる条件を設定するために，修正された
ネット型ゲームを用いることにした。 
ネット型ゲームは，一つ一つのプレーが短時間
で切れやすいため，生徒が互いのプレーを称賛す
る機会を確保しやすいと考えられる。また，この
条件が効果的に機能するように，1 試合を 8 分間
とした。さらに，ゲームに参加する者とゲームの
記録をとる者を分けることで，プレーをしている
仲間に肯定的な声かけをしやすい条件を設定した。 
加えて，仲間を称賛するために効果的と考えら
れる英語表現を全体に掲示して示すとともに，そ
れを用いることがチームの得点に反映するゲーム
の得点システムを設定し，英語での発話を促す手
続きを組み込んだ。例えば，プレーの成否にかか
わらず，ハイタッチがチーム員全員で行われた場
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合, 仲間を鼓舞する掛け声(Let’s～/ Keep～! We 
gonna make it! / Good job!など)が発話された場
合はポイントを二倍として集計した。また，個人
のポイント合計数をチーム員すべてのポイントを
合算して上回ったチームには 4 点を加算した。こ
れらの手続きは，スポーツ教育論(Siedentop et 
al., 2011)や協同学習論(Dyson, 2005, Goodyear, 
2017)を踏まえたものであった。 
また，紹介する発話数を限定した二五・伊藤
（2017）は，15 の表現を用いることを求めていた
が，それは学習者の英語の発話に対する心理的抵
抗を落とすには難度が高いと考えたためである。
本研究では，対象校の英語Ⅰの授業で用いている
発話練習等より，本プログラムに効果的と考えら
れる表現( I got it! / Good Job! / Never mind! な
ど)を選定した。 
（3）英語での発話の効果に対する自己評価 
 各日程の終了時には，各日程の目的に即して英
語に発話に対する心理的抵抗感，英語を用いるこ
とがプレーに与えた影響についての自己評価を4.
よくできた(とてもそう思う)，3.できた(そう思う)，
2.あまりできなかった(あまりそう思わない)，1.全
くできなかった(全くそう思わない)の 4 件法で回
答させた。 
 
3.2 データの分析方法 
 生徒が回答した自己評価の平均点を算出し, そ
の効果を評価した。また，分析に際しては, 質問
項目を英語の使用に関する自己評価と英語を用い
ることが運動の技能向上に与える効果に関する自
己評価に分けて処理した。 
 回答は，4 を 4 点, 3 を 3 点, 2 を 2 点, 1 を 1 点
として得点化して, 項目毎に平均点を算出した。 
 
4. 結果 
 表 3は毎回のプログラム終了時に実施した自己
評価の回答者数である。2 日目のみ，未回答者 1
名がいたため，出席者数よりも回答者数が 1 名, 
少なくなっている。 
表 3 アンケート回答者数 
1日目 2日目 3日目 4日目
12 9 15 12
 
＊著者作成。 
表 2 実施したプログラム並びに提供した英語表現 
活動①パス練習①(2人組ペア) 英語 活動①パス練習①(チームで) 日本語 /英語
活動①パス練習②(1チーム
4または5名で)
英語 活動①パス練習①(チームで) 英語
活動②パス練習②(1チーム4ま
たは5名で)
日本語 /英語 活動②ゲーム 日本語 /英語
活動②ゲーム (コ ミ ュニ
ケーション促進ルール導
入)
英語
活動②ゲーム(コミュニケーション促進
ルール導入)
英語
活動③ネット越しで三段練習 日本語
活動③ゲーム (コミュニケー
ション促進ルール導入)
英語
活動③ゲーム (コ ミ ュニ
ケーション促進ルール導
入)
英語
活動③ゲーム(コミュニケーション促進
ルール導入)
英語
活動④ゲーム 日本語 /英語
活動④ゲーム (コミュニケー
ション促進ルール導入)
英語
活動④ゲーム (コ ミ ュニ
ケーション促進ルール導
入)
英語
活動④ゲーム(コミュニケーション促進
ルール導入)
英語
5) Dig(Catch)! Set! Swing! / We gonna make it!
2) My fault! My bad! (Sorry!)
6) 他 (自然発生的に生ずるもの）
3) Never mind! Don’t worry! It’s OK!
4) Good Job! You’re good!(誉め言葉 )
3日目
紹介した英
語表現
3) Never mind! Don’t worry! It’s OK!
5) Dig(Catch)! Set! Swing! / We gonna make it!
6) 他 (自然発生的に生ずるもの）→Keep ( it )on! /
Are you OK? / Let's go! / Go for next!
1) I got it! / Yours！1) I got it! / Yours！
1日目
展開
2日目
・Hey, what’s up?/Howdy!
・Have fun!OK? / You bet! Stay cool!
・Thanks good practice! / You,too!
・ I got it！ / My bad! / Never mind! / Take it
easy! /
2) My fault! My bad! (Sorry!)
4) Good Job! You’re good!(誉め言葉 )
4日目
5) Dig(Catch)! Set! Swing! / We
gonna make it!
6) 他(自然発生的に生ずるもの）
→Common! / Take it easy! /
1) I got it! / Yours！
2) My fault! My bad! (Sorry!)
3) Never mind! Don’t worry! It’s OK!
4) Good Job! You ’re good!( 誉め言
葉 )
 
＊著者作成 
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 表 4 は，これらのプログラムの参加者が英語の
苦手意識の低減に対する効果に関して下した自己
評価の結果を示している。4 日間のプログラムに
対して参加者が示した自己評価は，全 17 項目で 3
点以上となった。 
 表 5 は，これらのプログラムの参加者が体育授
業に対する取り組みに与える効果に対する自己評
価の結果を示している。4 日間のプログラムに対
して参加者が示した自己評価は，全 14 項目中，
12 項目で 3 点以上となった。 
 
5. 考察 
 本研究の目的は，次の 2 点であった。 
1)体育授業が英語発話への自身, 苦手意識低減に
表 4 実施したプログラムが英語の苦手意識低減に与える効果に関する自己評価 
日程 設問内容 平均点
三段攻撃練習において、チームメイトと英語で上手にコミュニケーションがとれまし
たか?
3.17
三段攻撃練習において、英語をよく発話することができましたか？ 3.08
試合において、英語をよく発話することができましたか？ 3.00
対人パス練習において、自己紹介で、英語をよく発話することができましたか？ 2.83
三段攻撃練習において、Catch(Dig)→Set→Swingなどの発話をよくすることができま
したか？
3.44
三段攻撃練習において、自分の役割プレー①～④について、それぞれ理解することが
できましたか？
3.67
試合において、チームメイトをよくほめることができましたか？ 3.67
試合において、英語をよく発話することができましたか？ 3.44
対人パス練習において、What’s up?/ Howdy? /Thanks! /などの発話をよくすること
ができましたか？
3.22
その他の表現を学習するとしたら、体を動かしながらのほうがより脳裏に残ると思い
ますか？
3.47
プレー中に同じ英語フレーズを繰り返すことで、それが、より定着可能と思います
か？
3.67
ラリーを継続する際のKeep on / Keep movingのフレーズは机上で学習するよりも体
を動かしながらだとより定着すると思いますか？（行う前までは、定着していないと
想定して）
2.93
過去二回に比べて（前回に比べて、今回は）英語を多く発話することができました
か？
3.33
英語の机上学習においても、今回のような対話(コミュニケーション)的活動のやり方
で学びたいと思いますか？
3.17
過去3回に比べて（前回に比べて、今回は）英語を多く発話することができました
か？
3.83
今回の取り組みが、机上の英語学習の発話(音読)につながると思いますか？ 3.17
普段の英語学習では今回と同様に発話していますか？ 2.75
3.02
3.49
3.35
3.23
一日目平均点
二日目平均点
三日目平均点
四日目平均点
一日目
(N=12)
二日目
(N=9)
三日目
(N=15)
四日目
(N=12)
 
＊著者作成。 
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与える効果。 
2)英語を用いることが体育授業に対する取り組み
に与える効果。 
 表 4 は，英語の苦手意識の低減に与える効果に
関する自己評価であったが，設問は発話に対する
苦手意識に与える効果に関する自己評価とプログ
ラム内で発話することが自身の英語のコミュニケ
ーション能力に及ぼす効果に関する自己評価に関
する自己評価に大別することができる。設問に対
する前向きな回答が，目的に対する質問が妥当で
あったことを裏付けている。 
 前者の英語での発話に対する効果に関しては,
定型の表現を提供したこともあり，それを用いた
表現ができたという自己評価がみられた。この評
価は，本プログラムにおいて，ゲームで用いる場
面が出やすい表現を提供したことや実際にその表
現を用いる場面が多く出るように工夫したゲーム
の効果によるものと考えられる。それは，自然に
英語を活用する場面設定であったとともに，その
使用を外発的に動機づけるトークンシステムを導
入した設定であった。加えて，活用可能な語彙や
表現を易しくするとともに，量的も限定した。こ
の設定が，英語に対する苦手意識の低減に一定の
効果を与えたと考えられる。 
 日本の場合，第二外国語としての英語を用いる
ESL 環境とは異なり，生徒が日常生活の中で英語
を使う機会は限定されていると言われる。そのた
め，授業の中で英語に触れる機会をできる限り多
表 2 実施したプログラムが体育授業に対する取り組みに与える効果に対する自己評価 
日程 設問内容 平均点
ネットを挟んだ対人パス練習において、英語でカウントしながら行うことでプレーに
活気が出ましたか？
3.33
三段攻撃練習において、英語を発話することがプレーの後押しになったと思います
か？
2.67
試合において、英語を発話することがプレーの後押しなりましたか？ 3.08
対人パス練習において、自己紹介をすることによってパス練習がやりやすくなりまし
たか？(まったくやらないことを想像、比較して)
2.92
ソフトバレーボールのルール、流れを理解できましたか？ 3.89
三段攻撃練習において、英語を発話することがプレーの後押しになったと思います
か？
3.33
試合において、英語を発話することがプレーの後押しになりましたか？ 3.67
英語を発話することでよりチームワークが活性化されたと思いますか？ 3.60
英語を発話する場合、英語なしで行う球技よりもチームワークは高くなる(充実する)
と思いますか？
3.40
名前を呼びあうことでチームワークが高まると思いますか？ 3.47
練習または試合で、ラリーを続けることができましたか？ 3.33
英語を発話することでよりチーム員とコミュニケーションがとれていると思いますか 3.75
試合で、チームや仲間を鼓舞する表現の発話をよくすることができましたか？ 3.92
普段の体育授業では今回と同様に発話しますか（日本語で）？ 2.83
3.28
3.18
3.53
3.46
一日目
(N=12)
二日目
(N=9)
一日目平均点
二日目平均点
三日目平均点
四日目平均点
三日目
(N=15)
四日目
(N=12)
 
＊著者作成。 
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くするとともに，その習得や活用については緻密
な計画に基づく段階的な指導が必要になると言わ
れる（卯城，2014，p.2）。そのため，場面で導入，
活動で理解という場面を考えた文法指導の必要性
が指摘されている（卯城，2014，p.6）。また，そ
のためには，可能な限り自然に英語が用いられる
ような場面を授業の中で作り出していくこと，聞
くこと，話すこと，読むこと，並びに，書くこと
の 4 技能の総合的な指導，統合的な活用が重要に
なると言われる（卯城，2014，p.8）。 
 今回の設定では，特に聞くことと話すことを意
図した場面設定であったが，それが生徒の英語の
苦手意識低減に関する自己評価に肯定的な影響を
与えていたと考えられる。 
 英語の苦手意識の低減は，プログラム内での英
語により肯定的な発話を促すとともに，表現方法
の工夫を生み出していったと考えられる。それは
また，ゲームへの参加を促すとともにチームプワ
ークの高まりを実感させていくことに貢献したと
考えられる。 
 今回の授業では，プレーが成功した際に，英語
の発話とともに，連動した社会的スキルであるハ
イタッチのように，仲間と肯定的に関わる行動を
求めている。この行動は，社会的スキルの一つで
あり，協同学習で求められる社会的スキル促進の
機会設定という手続きを踏まえた結果，生み出さ
れたといえる。しかも，その社会的スキルの活用
は，日本語である必要がないことが示唆されたと
いえる。確かに，体育の授業中に発せられる仲間
への励ましの言葉は，必ずしも日本語のみではな
い。「ナイスプレー」，「ファインプレー」といった
表現は，英語と意識されず使用されている。また，
そのような表現の方が，表現が端的で有り，場を
盛り上げることも考えられる。 
 体育の授業において生徒を称賛するために教師
は，生徒が成功できる課題や場面，さらには称賛
する社会的スキルの活用することが必要になる。
今回のプログラムは，短時間とはいえ，それらを
意図的に設定した。このことが，体育の授業にお
いて英語で表現することに対する生徒の肯定的な
自己評価を生み出したとも考えられる。 
 加えて配慮されるべきは，仮面劇に類似した設
定である。生徒の中では，日本語で同じことを求
められた場合には仲間を称賛できなくなる生徒も
想定すべきである。社会的スキルの発揮に向けた
障害の一つであることは，冒頭紹介したが，今回
の設定は，逆に，英語での表現を求めたことで日
常の自分とは異なる自分を解放する機会を提供し
たとも考えられる。 
 
6. まとめ 
 本研究では，体育の授業で提供するプログラム
と英語での表現を関連づけたプログラムが，生徒
の英語に対する苦手意識の低減並びに体育の授業
に対する取り組みに対する自己評価に対して与え
る効果について検討した。その際，スポーツ教育
モデルや協同学習モデルの手続きを意図的に組み
込むことで，生徒が肯定的な相互依存関係の中で
英語により社会的スキルを活用する場面を意図的
に設定した。冒頭紹介したように，単に英語と体
育を関連づけた授業という設定では本研究で期待
する効果は得られないと考えたためである。その
結果，短時間のプログラムであり，参加者が流動
的であったにもかかわらず，英語に対する苦手意
識の低減並びに体育の授業に対する積極的な参加
を促す効果が示唆された。 
 しかし，このような試みが実際の英語の授業で
の取り組みに短時間で効果を発揮するとは，考え
られない。英語の授業には英語の授業で指導すべ
き内容が多々あるためである。また、英語の授業
を今回のようにすべて体育の授業に関連づけるこ
とも現実的ではない。 
 目的 1)に対しては考察からもわかるように各
項目において発話に対する自信とつながる結果が
得られたことが言える。2)に関しても各項目にお
いて体育授業における従来のコミュニケーション
の在り方に変化をもたらす可能性を示した。 
 他方で，今回得られた知見を実際の授業で活用
する可能性を検討していくには，対象を固定する
とともに，仲間との相互評価の場面を設定し，そ
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こで複数の英語の技能を統合的に学習する機会を
設定することも必要であろう。 
 今回の設定では満たすことができなかったこれ
らの条件を加味し，追試をすることは，それらの
追加検証実施の可能性を示すと同時に，効果検証
を可能にしていくと考えられる。それらを今後の
課題としたい。 
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